
大学時報
特集　学生に海外体験を-留学のススメ

University Current Review

No.351　 Jul.   2013　 日本私立大学連盟

ISSN 　     0288-1748
平成25年7月20日発行



Thesaurus Universitatis

ICU マクリーン 通り の桜

カリフォルニア大学から贈呈された第二世代の第一号の桜の苗木を植樹する、ジャン・ザビエル・

ギナール・カリフォルニア大学 交換留学プログラム最高責任者（右）と日比谷潤子ICU 学長



だ い が く の た か ら・・・・・・国 際 基 督 教 大 学（ICU ）

I
C
U

マ
ク
リ
ー
ン
通
り
の
桜

日
本
語

の

「
サ
ク

ラ
」
は

花
を

表
す
の

に
対

し
、
英

語
の
C
h
e
r
r
y
は
果

実

「
サ
ク
ラ
ン

ボ
ウ
」

を
指
し
、
言
葉
が
そ
の

文
化

を
表
す
と
い
う
例

に
よ
く
使
わ
れ
る

。
欧
米
で

は
、
チ

ェ
リ
ー
の
形
や
味
を

知
ら
な
い
人
は
い
な

い

が
、
花
の
ほ
う
は
ピ
ン

と
こ

な
い
人
が
け
っ
こ
う

多
い

。
そ
う
い
う
違
い
に

言
及
し
、
日
本
（
文
化

）
は

理
解
さ
れ
に
く
い
な
ど
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
「
サ

ク
ラ
」
の

語
源
が
動
詞
「
咲
く
」
と
接
尾
辞
「
ら
」
で

あ
る
と
知
れ
ば

、

美
し
く
咲
い
た
花
を
表

す
b
l
o
s
s
o
m
s
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
国
際
的
に

も
知

ら
れ
て
い

る
唱
歌
「
さ
く
ら

さ
く
ら
」
の
英
訳
'
C
h
e
r
r
y
 
b
l
o
s
s
o
m
s
,
 
c
h
e
r
r
y

 
b
l
o
s
s
o
m
s
'
は

、
'
b
l
o
s
s
o
m
s
,
 
b
l
o
s
s
o
m
s
'

と

し

た
ほ
う
が
適
切
な
の
か

も
し

れ
な
い
。

国
際
基
督
教
大

学
（
I
C
U

）
の
正

門
か
ら
大
学
礼

拝
堂
に
向
け
て
約
六
百

メ
ー
ト
ル

、
ま
っ
す
ぐ
に
延

び
る
マ
ク
リ
ー
ン
通
り
の
両

側
に
は
、
百
六
本
の

桜
が
並
び
、
春
の
満
開

時
に
は
み
ご
と
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル

を
つ
く
る
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
で
は

、
平
和
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
む
新
し
い
大
学
I
C
U

の
献

学
を
目

指
し
、
募
金
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン

が
展
開

さ
れ
た
。
「
広
島
と
長

崎
へ
の
哀
悼
の
意
と
和

解
の

願
い
の
表
れ
」
と
し
て

寄
付
を
呼
び
か
け
た
ジ
ョ

ン
・
マ
ク
リ
ー
ン
牧

師
（
I
C
U

名
誉
人
文
学
博
士
）
を

は
じ
め
、
全
米
各
地

の

市
民
の
支
援
が
こ
の

桜
並
木
を
誕
生
さ
せ
た

。
献

学
時
に
植
え
ら
れ
た
桜
は

、

二
〇
一
三
年
に
開

学
六

十
周
年
を
迎
え
た
I
C
U

と
同

様
、
還
暦
を
迎
え

、
二

代
目
の
植
樹
が
待

た
れ
る
老
木
も
見
え
始
め
た

。
そ
の

第
二
世
代
の
第

一
号
の

桜
の
苗
木
が

、
I
C
U

と
の

国
際
教
育
交
流

が
五
十

周
年
を
迎
え
る
カ
リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

大

学

（
U
C
:
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
C
a
l
i
f
o
r
n
i
a

）

か

ら

贈

呈

さ

れ

、

両

大

学

の

さ

ら

な

る

交

流

発

展

を

祈

念

し

て

植
樹

さ

れ

た

。

開
学
当
初
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
ま
た
海
外
に
送
り
だ
し
て
き
た
I
C
U

は
、
戦
後
日
本
の
国
際
教
育
交
流
の
草
分
け
で
あ
り
、
つ
ね
に
先

駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
ま
た
、
U
C
に
と
っ
て
I
C
U

は
ア
ジ
ア
で
は

初
の
交
換
留
学
協
定
校
で
あ
り
、
大
学
在
学
中
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で
留
学
す

る
制
度
は
、
当
時
ア
ジ
ア
で
も
初
の
事
例
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
一
九
六
四
年
、
日
本
に
お
け
る
U
C
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拠
点
と
し
て
、
I
C
U
内
に
U
C
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
U
C
の
教
授
が

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
着
任
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
U
C
か
ら
の
留
学
生
や
、

留
学
を
希
望
す
る
日
本
の
大
学
生
に
助
言
や
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

両
大
学
が
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
学
生
に
海
外
留
学
を
奨
励
し
、
留
学
を
通
じ

て
専
門
分
野
の
知
識
と
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
機
会
を
提
供
し
て
き
た
こ
と

を
顧
み
る
と
、
U
C
か
ら
I
C
U
へ
の
第
二
世
代
の
桜
の
苗
木
の
贈
呈
は
感
慨

深
い
。
意
義
あ
る
海
外
留
学
と
は
、
文
頭
の
「
サ
ク
ラ
」
の
例
の
よ
う
に
、
ま

ず
世
界
と
の
違
い
を
学
び
、
そ
し
て
ま
た
世
界
と
の
深
い
共
通
性
を
見
い
だ
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
を
も
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
国
際
教
育
を
使
命
に
掲
げ
る
大
学
の
玄
関
先
に
、
最
も
日
本
的

な
シ
ン
ボ
ル
と
い
わ
れ
る
桜
が
あ
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
。
マ
ク
リ
ー
ン
通
り

の
桜
は
、
I
C
U
の
宝
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
次
の
世
代
も
力
強
く
育
ち
、
美

し
い
花
を
咲
か
せ
る
の
を
見
守
り
た
い
。
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巻
頭
言

語
る
力
／
清
水

敦

教
育
・
研
究
と
社
会
貢
献

楠
見
晴
重
1
0

座
談
会

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
真
の
外
国
語
教
育
と
は

吉
田
研
作
／
鳥
飼
玖
美
子
／
鈴
木
佑
治
／
高
島
健
造
／
（
司
会
）仙
波
憲
一

14

S
N
S
と
共
存
す
る
社
会
へ

小
城
英
子
7
6

貸
与
型
奨
学
金
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
る
-

学
生
の
将
来
の
た
め
に

久
米
忠
史
8
2

特
集

学
生
に

海
外
体
験
を
-

留
学
の
ス
ス
メ

グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
を
目
指
し
て
-

早
稲
田
大
学
の
事
例

内
田
勝
一
3
0

羽
ば
た
け
日
本
発
の
世
界
市
民

神
余
隆
博
3
6

地
方
大
学
で
考
え
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」

坂
田

隆
4
0

私
学
の
個
性
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

山
田
史
郎
4
6

多
く
の
学
生
が
海
外
留
学
を
体
験
す
る
仕
組
み
を

-

海
外
留
学
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
は
じ
め
の
一
歩

福
田
好
朗
4
8

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
強
い
個
」
の
育
成
の
た
め
に

勝

悦
子
5
2



明
日
へ
の
試
み

中
京
大
学
工
学
部

新
し
い
工
学
の
教
育
を
目
指
す

井
口
弘
和
9
2

大
学

の
質
保

証
と
情
報
公

表
-

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
を
超
え
て

松
本
亮
三
5
8

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
の
付
き
合
い
方

小
林
雅
之
6
1

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
二
十
年
に
見
る
大
学
評
価

中
村
正
史
7
0

ず
い
そ
う

成
長
戦
略
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

島
田
精

」
5
6

わ
が
街
-

大
学
の
あ
る
風
景

多
摩
の
開
発
と
め
か
い
編
み
I

東
京
都
多
摩
市

谷
本
寿
男
9
0

わ
が
大

学
史
の
一
場
面
I
I

日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
の
相
似
性

衛
藤
卓
也
9
6

加

盟
校
の
幸
揚
屋
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ

プ
《
博
物
館
編
》

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
博
物
館
を
目
指
し
て
・
南
山
大
学

黒
沢

浩
1
0
2

来
館
者
・
学
生
に
近
い
博
物
館
を
目
指
し
て
・
東
海
大
学

手
塚
覚
夫
1
0
4

博
物
館
は
お
い
し
い
・
東
京
農
業
大
学

安
田
清
孝
1
0
6

作
家

朝
井
リ
ョ
ウ
氏
に
聞
く

（
聞
き
手
）山

岡

三

子
1
0
8

新
会
員
代
表
者
紹
介

駒
澤
大
学

116

新
学
長
紹
介

文
教
大
学

116

大
学
点
描

武
蔵
大
学

爿
工
m
g
S
S
c
z

」く
m沼
J
g
爿
郤

だ
い
が
く
の
た
か
ら

国

際

基

督

教

大
学
T
C
U

）

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
1
1
7

連
盟
ニ
ュ
ー
ス
1
1
8

編
集
後
記
1
1
8

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



執筆・出席者等紹介

（掲載順）

清
水
敦
し
み
ず
あ
つ
し
武
蔵
大
学
学
長
。
'
8
2
東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
武
蔵
大
学
経
済
学

部
助
教
授
、
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門
は
経
済
学
の

歴
史
、
経
済
理
論
。

楠
見
晴
重
く
す
み
は
る
し
げ
関
西
大
学
学
長
。
'
8
1
関
西
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
中
途
退
学
。
専
攻

は
土
木
工
学
。
'
8
2
同
大
学
工
学
部
助
手
、
教
授
、
理

事
な
ど
を
経
て
、
'
0
9
よ
り
現
職
。

吉田
研作
よしだけんさく

上
智
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

長
。
'
7
4
同
大
学
院
、
'
7
9
ミ
シ
ガ
ン
大
学
上
智
大
学
大

学
院
修
了
。
専
門
は
応
用
言
語
学
。
主
著
『
外
国
研

究
の
現
在
と
未
来
』
他
。

鳥
飼
玖
美子
とり
かい
くみ
こ

立
教
大
学
特
任
教
授
。
'
0
7
サ

ウ
サ
ン

プ
ト

ン
大

学
博
士

課
程
修

了
（
P
h
.
D
.

）
。

専
門

は
、

言
語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
英
語
教

育
論
、
通

訳
翻
訳

学
。

鈴
木
佑
治
すずき
ゆう
じ

立
命
館
大
学
生
命
科
学

部
教
授
、
慶
應

義
塾

大
学
名
誉
教
授
。
'
7
8ジ
ョ

ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
大

学

院
言
語

学
博
士

課
程

修
了
（
P
h
.
D
.

）
。
専
攻

は
言

語

学
、
英
語

学
。

高島
健造
たかしまけんぞう

玉
川
学
園
I
B

担
当
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ

フ
。
'
7
4
玉
川
学
園
高
等
部
英
語
教
諭
、
'
0
8
同
学
園
教

育
部
長
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

仙
波
憲一
せ
んばけんい
ち

青
山
学
院
大

学
学
長
。
青
山
学
院
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
修
得
済
退

学
。

理
論
経
済
学
専
攻
。

国
際
政
治
経
済
学
部
長
等
を

経

て
現
職
。
主
著
『
市
場
経
済
の
理

論
と

そ
の
応
用
』
他
。

内
田
勝
一
う
ち
だ
か
つ
い
ち
早
稲
田
大
学
常
任
理
事
。
民
法
専
攻
。

'
7
5
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
'
8
4
法
学
部

教
授
、
'
0
4
国
際
教
養
学
部
学
部
長
、
'
0
9
国
際
化
拠
点

整
備
事
業
の
構
想
責
任
者
等
を
歴
任
。

神
余
隆博
しんよ
たかひ
ろ

関
西
学

院
大

学
副
学
長

（
国
際
連
携
機

構
長
）
。
'
7
2
大
阪
大

学
法
学
部
卒
業
後
、
外

務
省
入
省
。

国

際
連
合

日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大

使
、
駐
在

ド
イ

ツ
特
命
全
権
大
使
等
を
歴
任
。

坂
田
隆
さ
か
た
たかし

石
巻
専
修
大
学

学
長

。
'
7
8
東
北
大
学
大

学

院

農
学
研

究
科

畜
産

学
専

攻
博
士

後

期
課
程

修

了

。
'
8
9
石

巻
専
修
大
学
助
教

、
教
授
、
理
工

学
部
長

を

経
て

、
'
0
7
現
職
。
専
門
は
大
腸

生
理
学
、
ラ
ク

ダ
。

山田
史郎
やまだしろ
う

同
志
社
大
学
副
学
長
。
'
8
3
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
歴
史
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
'
8
4
同
志

社
大
学
文
学
研
究
科
文
学
史
学
博
士
後
期
博
士
課
程

中
退
。
専
門
は
西
洋
史
、
ア
メ
リ
カ
史
。

福田
好郎ふくだよしろう

法
政
大
学
常
務
理
事
。
'
7
1
中
央
大
学
理

工
学
部
卒
業
。
'
8
9
神
戸
大
学
工
学
博
士
取
得
。
'
9
6
法

政
大
学
工
学
部
教
授
、
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

研
究
科
長
、
大
学
院
委
員
会
議
長
等
を
歴
任
。

勝悦
子
かつ
えつ
こ

明
治
大
学
副
学
長
、
政
治
経
済
学
部
教

授
。
茨
城
大
学
人
文
学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
'
0
8

よ
り
現
職
。
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
委
員
、

財
務
省
、
厚
生
労
働
省
な
ど
審
議
会
委
員
。

島
田
精一
し
まだせいいち

学
校
法
人
津
田
塾
大
学
理
事
長

。
'
6
1
東

京
大
学
法

学
部
卒
。
三
井
物
産
株
式
会
社
代

表
取
締

役
副
社
長
C
I
O

、
住
宅
金
融
支
援
機
構

理
事

長
等

を
歴
任

。
主
著

『
I
T

革
命
と
商
社

の
未
来
像
』
他
。

松
本亮三
まつもとりょうぞう

東
海
大
学
観
光
学
部
長
。
日
本
私
立

大
学
連
盟
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長
。
'
7
7
東
京
大
学

大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
門
は
観

光
人
類
学
、
文
明
学
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
史
学
。

小
林雅
之こ
ばやしまさゆき

東
京
大
学
・
大
学
総
合
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
。
'
8
2
東
京
大
学
教
育
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
専
攻
は
教

育
社
会
学
。
主
書
『
進
学
格
差
』
他
。

中
村正
史
なか
むらまさ
し

朝
日

新
聞

出
版
、
教
育
・
百
科
本

部
長

、

『
大
学
ラ

ン
キ

ン
グ
』

編
集
長
。
教
育

・
大

学
問

題

に
携
わ
り
、
'
9
4『
週
刊

朝
日
』
記
者
時
代
に

『
大
学

ラ
ン
キ
ン

グ
』

を
企
画

し
創
刊
。

小
城
英子
こ
し
ろえいこ

聖

心
女
子

大
学
文
学
部
歴
史
社
会

学
科

人
間
関
係
専

攻
准

教
授
。
'
0
3
関
西
大
学
大

学
院
社
会

学
研

究

科
学

位
取

得
修

了
。
博
士
（
社
会
学
）
。
専

門

は
社
会
心

理
学
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
。

久
米
忠
史
くめ
た
だ
し

奨
学
金
な
る
ほ
ど
！
相

談
所
代

表
、
奨

学

金

ア

ド

バ
イ

ザ

ー
。
'
9
1関

西

大

学

経

済

学

部

卒
。
'
0
5よ
り
、
全
国
各
地
で
保
護
者

や
受

験
生
に
大

学
進
学

費
用

対
策
の
講
演
を
行
う
。

谷本
寿男
たにもとひさお

恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部
国
際

社
会
学
科
教
授
。
'
7
7
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
海
外
経
済
協
力
基
金
、

国
際
協
力
銀
行
等
を
経
て
'
0
5
よ
り
現
職
。

井口
弘和
いぐちひろかず

中
京
大
学
工
学
部
長
。
'
7
6
東
京
理
科
大

学
理
工
学
部
物
理
学
科
卒
。
'
9
6
名
古
屋
工
業
大
学
大

学
院
博
士
号
取
得
。
工
学
博
士
。

衛
藤
卓
也えとうた
く
や

福
岡
大

学
学
長

。
'
7
4
神
戸
大
学
大
学

院

経
営

学
研
究

科
（
商
学
専
攻
）
博
士

課
程
満

期
退

学
。

専
門
は
交
通
経
済

学
・
交

通
政
策
。
同
大
学
教
授

、

学
部
長
等
を
歴
任
し

、
'
0
7
よ
り
現
職
。

黒沢
浩
くろさわひろし

南
山
大
学
人
文
学
部
教
授
。
'
8
7
明
治
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
専
門
は
考

古
学
、
博
物
館
学
。
'
8
8
明
治
大
学
博
物
館
勤
務
、
'
0
4

南
山
大
学
人
文
学
部
准
教
授
、
'
1
2
よ
り
現
職
。

手塚
覚夫て
づか
さだお

東
海
大
学
海
洋
科
学
博
物
館
学
芸

員
。
'
0
1
東
海
大
学
海
洋
学
部
卒
。
'
0
3
学
校
法
人
東
海

大
学
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
・
博
物
館
学
芸
業
務
課
に

て
勤
務
。

安
田
清
孝
や
すだきよたか

東
京
農
業
大
学
「
食
と

農
」
の
博
物
館

事

務

室
長
。
'
7
7青

山
学

院
大

学
経

済

学
部

卒
。
'
7
7

東

京
農
業
大
学
に
入
職
、
そ

の
後
、
東
京
情
報
大
学
、

第
一
高
等
学
校
、
図
書
館
勤

務
等
を
経
て
、
現
職
。

朝
井リ
ョ
ウ
あ
さ
いり
ょ
う

小

説
家
。
早
稲
田

大
学
文
化
構
想
学

部
卒
。
在
学
中

の
'
0
9
『
桐
島
、
部
活

や
め
る
っ
て
よ
』

で
小
説
す
ば

る
新
人
賞
を
受

賞
し
、
小
説
家

デ
ビ
ュ

ー
。
'
1
2
刊
行
の

『
何
者
』

で
第
1
4
8
回
直
木
賞
受

賞
。

山岡
三
子
や
まおかみつこ

フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大

学
院
2
1世
紀
社
会

デ
ザ
イ

ン
研
究

科
博
士

後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
社
会

デ
ザ
イ
ン
学
）
。

名
古
屋
短
期
大

学
客
員
教
授
。

〈お断り〉 本欄 は、 お書きいた だい た〈資料〉から、で きる限 り統一し、掲載い たしました。



大学点描

ゼミの武蔵

MUSASHI 
UNIVERSITY

武蔵大学
■経済学部／経済学科、経営学科、金融学科

■人 文学部／英語英米文化 学科

ヨーロッパ文化学科

日本・東アジア文化学科

■社会学部／社会学科、メディア社会学科



ゼミの武蔵は、

次のステージへ
武蔵 大 学が 目指 すのは、自ら調べ 、考える力をもち、人々と協力して実践 できる人を 育てること。

伝統 の少人 数 教育をさらに発展させ、もっと自由に、自発 的に 学べるキャンパスを 実現していく。

1・2・3 大講 堂（1：内 部、2：武蔵学園記念室、3：外観 ）1928 年建築。日比谷 公会堂などを手 がけた佐藤功一氏による設計。

4GS （グル ープスタディ）ルーム 学部ごとに設置。正課外 のゼミ活 動を支え、促進するための設備を整えている。

5 キャリア支援センター 少人数教育の伝統を生かし、「武蔵しごと塾」をはじめとする実践的な キャリア支援を行っている。

6・8Musashi Communication Village （MCV ） 英語が公用語の〝キャンパス内留 学
〟
ができる参加体験型学習施設。無料 の少人数英

会話レッスンや英語学習カウンセリングなど、 多彩なプログラムを用意している。学生スタッフとして参加できる点も大きな特徴。7

・9 新1号館（7：外観、9：ゼミ室 ）2012 年秋完成の新しい学びの拠点。太陽光 パネルや 屋上緑化など、環境に配慮した最新施設には、

ゼミ室やシアター教室、CALL 教室、国際センター、 外国語 教育センター・MCV などがある。

10 ・11・12 大学図書館（10：外観、11：ディスカッションスペ ース、12：P（ 設置席 ） 新1 号館の完成と同時 期にリニューアル。ディスカッ

ションスペース、PC 設置席、個人ブースなどの学習エリアを新設し、学生の学びをバックアップしている。



江古田ミツバチ

プロジェクト

3 号館 屋上を利用しミツ バチを育て、

学生 や地域 住民が中 心となって蜂蜜

を採取する取り組み。地元・江古田の

協力店 により武蔵大 学産蜂蜜 の商品

が開発され、販売も行っている。 正門を抜けると右手に佇む3 号館 年 に数回催される見学会は毎回大好評！



武蔵大学の歴史
The  History of Musashi University

旧制高等学校時代から90 年、

「建学の三理想」を目指して

建学の
三理想

1.東西文化融合のわが民族理想を遂行し得べき人物

2.世界に雄飛するにたえる人物

3.自ら調べ自ら考える力ある人物

武 蔵大学は開 学以 来、徹底した少人 数教育、ゼミ教育を通じて、自ら情 報を収 集・分析し主体的 に考

える力の育成を 重視しています。また、国際的に活躍できる能力のある人物を育成 することも〈建学の三

理想〉として掲げています。

「自 立 」「対 話 」「実 践 」
「建学の三理想」を踏まえ、新しい時代の大

学に求められる知の創造、継承と実践を目

指し、〈3つの目標〉を定めています。

自 立 自ら調べ自ら考える

対 話 心を開いて対話する

実 践 世界に思いをめぐらし身近な場所で実践する

The  Founder

本学 の 前身 は、明 治、大正、昭和に わたり財 界で 活躍した 根津嘉一郎（初 代）

が、1922（ 大正11 ）年に創設した、わが国初の七 年制高等学 校である旧制武蔵

高等学 校で す。根津は、東武 鉄道や南 海電 気鉄道など日本国 内の多くの鉄道 敷

設や再 建事業に携わり、「鉄道王」と呼ばれました。その後の学制改 革に際し、経

済学部の 単科大学として1949 （昭和24 ）年に本学を開学し、今日では3 学部8

学科、大学院2 研究科を 擁する文系総合大学となっています。

創 設者

初 代 根 津 嘉 一 郎Kaichiro

Nezu

MUSASHI　

UNIVERSITY
武蔵大学

〒176-8534 東京都練馬 区豊玉上1-26-1TEL03-5984-3813http://www.musashi.ac.jp/
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語
る
力

清

水

敦

●
武
蔵
大
学
学
長

大
学
生

の
学
習
時
間

の
多
く

は
「
聞
く
」
こ

と
と
「
読
む

」
こ
と

に
費
や

さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
次
ぐ

の
は
「
書
く
」
こ
と

で
あ
ろ
う

。「
語

る
」
こ
と

に
充
て
ら

れ
て

い
る
時

間
は
、
こ

れ

ら
に

比

べ
て
少

な

い
。
大

学

教
育

で

は
、
「
聞

く
」「
読
む

」
と

い
う
受
動

的
行
為

だ
け
で
な
く

、

「
書
く
」
「
語

る
」

と

い
う

能
動

的

な
行

為

も

重
視
さ

れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
し

て
「
語

る
」

こ
と

は
、
「
書
く

」
こ

と

に
比

べ
て

よ
り

直
接

的
な
自
己
表

現
で
あ
り

、
で
き

る
だ
け
多
く
そ

の
経

験
を

学
生

に

積
ま

せ
、
「
語

る
力
」

を
育

て
る
こ
と

が
重
要
で
あ

ろ
う
。



教
育
・
研
究
と
社
会
貢
献

楠

見

晴

重

●
関
西
大
学
学
長

一

「
学
の
実
化
」
と
社
会
貢
献

昨
今

の
メ

デ
ィ
ア

報
道
に

お
け
る
大
学
を

め
ぐ

る
話

題
は
、

「
秋
入
学
」
「

グ
ロ
ー

バ
ル
人

材
養
成
」
「
教
育

の
質
保
証
」
「
就

職
活
動
時

期
の
変
更
」

な
ど
、

か
ま
び
す
し

い
状
況

が
続

い
て

い
る
。
こ

れ
ら
は
、
日

本
の
大

学
が
抱
え
て

い
る
多
く

の
問
題

の
一
端
で

あ
る

が
、
本

稿
に

お
い
て
は
、
大

学
の
使
命

と
し
て

の
教
育

・
研

究
に
加
え

て
、
近
年

「
社
会
貢

献
」

が
重
要

な
使

命

と
し
て

位
置

づ
け

ら
れ
て

い
る
こ
と
に

関
し

、
関
西

大
学
の

取

り
組
み

を
紹
介
し

な
が
ら
私
見

を
述

べ
て

み
た

い
。

当
然

の
こ

と
な

が
ら
、
大
学

に
お
け

る
教
育
と
研
究

、
社
会

貢

献
は
、

個
別
に
存
在

で
き

る
も
の
で
は

な
く
、
そ

れ
ぞ
れ

が

関
連
し

つ
つ
、
ト
ラ
イ

ア
ン

グ
ル
の
よ
う

な
構
造
で
う

ま
く
機

能
す

る
も

の
で
あ

る
こ

と
は
言
う

ま
で
も

な

い
。
現
在

で
も
、

大
学
で

の
講
義
は
、
従

来
の
一
方

向
的
な
方

法
か
ら
双

方
向
的

な
講

義
を
増

や
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
単

に
知
識

の
伝

達
だ
け

で

な
く

、
学
生
自

ら
考
え

る
力

を
育
成

す
る
努
力

が
進
め
ら

れ
て

い
る
。
大
学
に

お
け

る
こ
う

し
た
授
業

改
善

の
努
力

も
、

さ
ら

に

進
ん
で
、
大

学
か
ら
外
へ

出
て
、
地

域
の
住
民

と
学
生

が
共

同
し

て
課
題
と

向
き
合
う

場
と
状
況

を
教
育
に
組

み
込

ん
で

い

け

ば
、
よ
り
一
層

効
果
的

な
双
方
向

の
学
習
機
会

を
生
み
出

す

こ
と

が
で
き

る
こ

と
に

な
る
。
こ
う
し

た
中
か

ら
課
題
解
決

が

図

れ
れ
ば
、
そ

れ
自
体
社

会
貢

献
と

い
う
使
命
を

果
た
し
、

そ

こ

か
ら
さ
ら
に
研

究
課
題

や
教
育
課

題
が
見

い
だ

さ
れ

る
こ
と

に
も

な
ろ
う
。

と
こ

ろ
で
関
西

大
学

に
は
、
一
九
二
二

年
、
第

十
一
代
山
岡

順
太
郎

学
長

が
提
唱
し
た
「

学
の
実
化
」
が
、
現
在

も
「
学
是
」

と
し

て
定
着
し
て

い
る
。
こ

れ
は
、
大

学

が
学
問

の
府
と
し

て

真
理

追
究
の
み

に
終
わ

る
の
で
は
な
く

、
社
会

の
あ
る

べ
き

姿

を
提
案

し
、
そ

の
必
要
と

す
る
も

の
を

提
供
す

る
こ

と
に
よ

っ

て
、

学
理
と
産
業

界
・
官
界

と
の
橋
渡
し

を
す

る
べ
き
で

あ
る



と
い
う
、「
学
理
と
実
際
と
の
調
和
」
を
求
め
る
考
え
方
で
あ

っ
た
。
大
学
が
そ
の
研
究
成
果
を
広
く
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
、

逆
に
、
変
化
に
応
じ
て
社
会
か
ら
の
要
請
を
吸
収
し
、
よ
り
よ

い
社
会
を
目
指
し
た
学
問
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
、「
学
の
実
化
」
と
は
大
学
と
社
会
と
の
相
互
作
用
を
求

め
続
け
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

二

地
域
と
の
関
わ
り

教
育
・
研
究
の
成
果
を
、
産
業
界
・
地
域
・
自
治
体
と
連
携

し
て
広
く
社
会
に
還
元
す
る
「
社
会
貢
献
」
は
、
大
学
の
社
会

貢
献
機
能
の
中
で
も
社
会
連
携
事
業
と
し
て
、
現
在
の
大
学
に

課
さ
れ
た
大
き
な
使
命
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
関
西
大
学
で
は
十
九
の
自
治
体
・
組
織
と
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
最
も
新
し
い
取
り

組
み
と
な
る
の
が
、
本
年
一
月
十
六
日
に
協
定
書
を
締
結
し
た

「
道
頓
堀
商
店
会
」
と
の
連
携
協
力
事
業
で
あ
る
。
道
頓
堀
の

開
削
四
百
年
を
二
年
後
に
控
え
た
商
店
会
の
都
市
再
生
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、
大
阪
に
生
ま
れ
大
阪
に
育
て
ら
れ
た
大
学
と

し
て
協
力
し
、
大
阪
の
文
化
遺
産
を
活
用
し
、
大
阪
文
化
の
再

生
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
べ
く
締
結
し
た
協
定
で
あ

る
。
そ
こ
で
す
で
に
進
行
し
て
い
る
取
り
組
み
と
し
て
、
近
代

大
阪
の
都
市
景
観
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
に
よ
っ

て
復
元
す
る
可
視
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

大
正
期
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
道
頓
堀
五
座
と
称
さ
れ
る
五

つ
の
芝
居
小
屋
、
つ
ま
り
浪
花
座
、
中
座
、
角
座
、
朝
日
座
、

弁
天
座
の
立
ち
並
ぶ
街
並
み
を
複
数
の
歴
史
的
な
資
料
を
も
と

に
再
現
、
往
年
の
道
頓
堀
ら
し
さ
を
将
来
の
街
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
の
採
択
を
受
け
た
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
推
進
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
歴
史
学
、
C
G
技
術
、
建
築
学
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
専
門
分
野
の
教
員
と
学
生
が
、
協
力
・
分
担

し
つ
つ
、
本
学
が
推
進
し
て
き
た
「
な
に
わ
・
大
阪
学
研
究
」

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
地
域
か
ら
は
、
学
生
な
ら
で

は
の
発
想
や
実
行
力
で
、
道
頓
堀
を
さ
ら
に
魅
力
的
な
街
へ
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
、
地
域
研
究
と
地
域
連
携
が
実
践
的
な
地
域
貢
献

に
す
で
に
結
び
つ
い
た
例
を
紹
介
し
た
い
。
国
内
最
長
と
言
わ

れ
る
「
天
神
橋
筋
商
店
街
」
と
協
定
を
締
結
し
、
商
店
街
と
ゆ

か
り
が
深
く
千
二
百
年
の
歴
史
を
誇
る
大
阪
天
満
宮
な
ど
の
地

域
文
化
拠
点
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
活
性
化
へ
の

寄
与
も
試
み
て
い
る
。
同
商
店
街
内
に
は
、
先
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
同
様
に
、
戦
略
的
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
社
会
的
信
頼
シ
ス
テ
ム
創
生
セ
ン
タ
ー
の
研
究

拠
点
「
関
西
大
学
リ
サ
ー
チ
ア
ト
リ
エ
」
を
設
置
し
、
商
店
連

合
会
の
人
々
と
協
力
し
、
違
法
駐
輪
の
排
除
か
ら
伝
統
文
化
の

振
興
ま
で
、
実
践
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
商
店
街
に
溶



け
込
ん
だ
リ
サ
ー
チ
ア
ト
リ
エ
は
、
商
店
街
内
に
設
置
さ
れ
る

研
究
拠
点
と
し
て
は
お
そ
ら
く
わ
が
国
初
の
事
例
と
し
て
、
年

間
五
千
人
超
が
訪
れ
、
大
学
と
地
域
の
人
々
を
結
び
つ
け
る
実

践
的
な
結
節
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

地
域
と
の
連
携
は
、
大
学
の
近
隣
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
昨
年
七
月
十
日
に
協
定
を
締
結
し
た
岩
手
県
上
閉
伊

郡
大
槌
町
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
津
波
の
大
き
な
被
害

を
受
け
た
が
、
大
槌
町
と
の
連
携
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の

潜
在
的
な
人
的
資
源
を
育
成
し
、
新
産
業
と
な
る
I
T
関
連
企

業
を
外
部
か
ら
の
誘
致
に
よ
ら
ず
地
域
住
民
主
体
で
起
業
、
自

律
的
な
経
営
が
可
能
と
な
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
八
名
の
雇
用
を
生
み
出
し

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
被
災
地
と
の
連
携
事
業
で
初
め

て
の
成
功
事
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
地
に
も
天
神
橋
筋
商
店

街
と
同
様
の
研
究
拠
点
を
設
置
し
て
お
り
、
被
災
地
の
若
者
の

定
着
・
流
入
と
文
化
の
復
興
・
展
開
を
図
る
と
い
う
大
き
な
夢

の
実
現
に
向
け
、
被
災
地
支
援
の
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
果
た

す
た
め
の
取
り
組
み
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

三

躍
動
的
な
知
の
循
環

産
業
界
及
び
官
公
庁
な
ど
と
の
共
同
研
究
、
受
託
研
究
を
進

め
る
産
学
官
連
携
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
り
、

大
学
の
研
究
成
果
の
実
用
化
を
目
指
す
こ
と
も
、「
学
の
実
化
」

に
ほ
か
な

ら
ず
、
知

の
創
造
拠
点

で
あ

る
大

学
と
し
て

、
社
会

貢

献
の
重
要

な
取
り

組
み
と
し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
べ
き
も
の

で
あ

る
。
こ

こ
で
は

、
自
然
科

学
の
分
野

か
ら
二
つ

の
事
例
を

紹
介
し

た
い
。

風
力

や
太

陽
光
な

ど
、
自
然
現

象
に
頼

る
自

然
エ
ネ

ル

ギ
ー

の
不

安
定

な
発
電
量
を

克
服
す

る
た
め
、

電
気
を
効
率

的
に
蓄

え

、
使
用

時
に
必
要

な
だ
け
取
り

出
せ

る
技

術
は
、
今

後
の
地

球
社
会

に
と
っ
て
不
可

欠
な
も

の
で
あ

る
。
そ
こ
で
注

目
さ
れ

て

い
る
の
が
、「
キ

ャ
パ
シ

タ
」
と

い
う
蓄

電

デ
バ
イ
ス

で
あ
り
、

関
西
大
学

で
は
、
多
く

の
企
業
と

の
共
同
研

究
を
試
み

な

が
ら
、

キ
ャ

パ
シ
タ
の
小
型
化

・
高
性

能
化
に
挑

ん
で

い
る
。

キ
ャ

パ
シ
タ
研
究

は
、
家
庭
で

つ
く

る
風

力
や
太

陽
光
の

エ

ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
積
す

る
蓄
電
装
置

に
生

か
さ
れ
、

さ
ら
に
電
気

自
動
車

の
飛
躍
的
な

普
及
に
も

直
結
す

る
も
の
で
あ

る
。
環
境

保
護

や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
観
点

か
ら
、
自
動

車
は
次
世
代

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
車
や
電
気
自

動
車
に
大

き
く
移
行

し
つ
つ

あ
る

が
、

そ
の
開
発

の
キ
ー
と

な
る
の
も
蓄

電

デ
バ
イ

ス
で
あ

る
。
海
外

で
は
「

走
り
な

が
ら
充
電
で
き

る
電
気
自
動

車
」

が
試

作
さ
れ

て

い
る
よ

う
に
、
事

前
に

フ
ル
充

電
し

な
く
て
も
、

ど
こ

で
も

素
早
く
充

放
電
で
き

る
自
動
車

が
期
待

さ
れ
る
。

も
う

一
つ
紹
介
し

た

い
研
究

は
、
近

い
将
来
、
世
界

の
常
識

を
大
き
く

変
え

る
イ

ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が

る
研
究

で
あ

る
。

か
つ
て

は
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
な

ど
の
陰
に
隠

れ
て
マ
イ

ナ
ー
な
存

在
だ

っ
た
圧
電
性

ポ
リ
マ

ー
で

あ
る

が
、
長
年
に
わ

た
る
研
究



に
よ
り
、
圧
力
を
受
け
る
と
電
圧
を
発
生
さ
せ
る
薄
い
シ
ー
ト

状
の
「
圧
電
性
ポ
リ
マ
ー
フ
ィ
ル
ム
」
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

軽
く
て
透
明
性
や
柔
軟
性
も
あ
る
た
め
、
モ
バ
イ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
急
激
な
発
達
と
と
も
に
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
自
ら
電
圧

を
起
こ
す
た
め
に
電
池
も
不
要
な
圧
電
性
ポ
リ
マ
ー
フ
ィ
ル
ム

素
材
に
複
数
の
企
業
が
注
目
し
、
共
同
研
究
を
進
め
る
中
で
、

曲
げ
た
り
ね
じ
っ
た
り
で
き
る
リ
モ
コ
ン
が
誕
生
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
現
在
、
国
内
有
力
企
業
ら
と
の
産
学
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
実
用
化
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
カ
チ
の
よ
う
に
「
折
り
畳
め
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
」
や
「
壁
に
貼
れ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
」
な
ど
へ
の
応

用
に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
、
国
内
の
マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
な
く
、

海
外
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
共
同
研
究
に
よ
る
社
会
貢
献
と
は
、
大
学
の
研
究

室
が
、
例
え
ば
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
と
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
と

い
っ
た
業
態
の
異
な
る
企
業
を
つ
な
ぐ

〝ハ
ブ〟

と
な
る
こ
と

で
、
社
会
が
必
要
と
す
る
製
品
開
発
や
技
術
革
新
を
促
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
共
同
研
究
は
、
学
生
の
成
長
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機

会
と
な
る
と
い
う
点
で
も
、
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
「
次
代
を
担

う
若
手
研
究
者
の
育
成
」
と
い
う
社
会
的
使
命
に
か
な
う
も
の

で
あ
る
。
学
生
は
、
大
学
に
お
け
る
基
礎
研
究
で
力
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
企
業
な
ど
と
の
実
践
的
な
共
同
研
究
の
中
で
研
究

者
と
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
研
究
者
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
を
大

き
く
育
て
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

以
上
は
、
私
自
身
の
専
門
が
地
盤
工
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
理

工
系
を
中
心
と
し
た
社
会
連
携
事
業
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
学
是
で
あ
る
「
学
の
実
化
」
に
基

づ
い
た
社
会
貢
献
を
も
た
ら
す
多
彩
な
教
育
・
研
究
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
大
学
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
の
特
色
に
応
じ
た
社
会
貢
献
を
意
識
し
た
教
育
・
研
究

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
た
め
て
「
社
会
貢
献
」
を
大
学
の
使
命
と

し
て
意
識
し
な
く
と
も
、
大
学
が
、
地
球
社
会
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
問
い
、
文
理
を
問
わ
ず
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
「
知

の
創
造
と
昇
華
」
を
目
指
す
こ
と
自
体
が
社
会
貢
献
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
大
学
の
最
も
重
要
な
使
命
は
研
究
に
裏
打
ち

さ
れ
た
教
育
で
あ
り
、
社
会
に
対
し
て
有
為
な
人
材
を
育
成
し

送
り
出
す
こ
と
も
社
会
へ
の
貢
献
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
種
々
の
社
会
貢
献
事
業
を

あ
ら
た
め
て
教
育
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
潜

在
能
力
を
引
き
出
し
、
学
生
自
ら
考
え
、
自
ら
実
践
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

社
会
貢
献
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
意
識
し
た
教
育
と
研
究
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
ま
す
ま
す
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
は
、

高
等
教
育
の
約
七
五
％
を
担
っ
て
い
る
私
立
大
学
の
存
在
価
値

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。




